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※1 RNA（リボ核 酸）は、塩基 や糖 、リン酸 から構成 される生 体 高分 子で遺 伝情 報 を司 る核 酸の 1 種 。投 与 後に体

内 で一 過性 の RNA 増 幅が起 こる機能 を付 与 したものを自 己 増殖 RNA(レプリコン)という。 

※2 必要な量の薬物を必要な部位に必要なタイミングに送達する技術。 

※3 細胞膜や生体膜の構成成分である有機物のリン脂質などを主成分として構成するナノ粒子。 

※4 Good Manufacturing Practice。品質の良い医薬品、医療用具などを供給するための製造管理および品質管理を定めたも

の。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは下記にお願いいたします。 
【報 道 関 係 】  富士フイルムホールディングス株式会社 コーポレートコミュニケーション部 広報グループ 

TEL 03-6271-2000 

【その他】    富士フイルム株式会社 医薬品事業部                    TEL：03-6271-2171 


